
 

報 道 関 係 各 位                                 2018年3月1日 

ミルクで味わう本格ラテ ゆったり集中、たっぷり続く 

『BOTTLATTE
ボ ト ラ ッ テ

 コーヒーリッチ』 

『BOTTLATTE
ボ ト ラ ッ テ

 カフェラテ 砂糖不使用』 
2018年 3月 13 日（火）、20日（火）より全国にて新発売 

他『BOTTLATTE』シリーズ 2品もリニューアル！ 

雪印メグミルク株式会社（本社：東京都新宿区、代表取締役社長：西尾 啓治）は、 

『BOTTLATTE コーヒーリッチ』(400ml)を 2018年 3 月 13日（火）、『BOTTLATTEカフェラテ 砂糖不

使用』(400ml)を 2018年 3月 20日（火）より全国にて新発売いたします。 

 

「“リラックスした集中”を持続させ、仕事をはかどらせてくれる“デスクトップラテ”」というコ

ンセプトの「BOTTLATTE」シリーズに、新たな2品が加わります。 

 

2016 年秋に発売し、ご好評を頂いた『BOTTLATTE コーヒーリッチ』は、仕立て直して新登場。

『BOTTLATTE カフェラテ』と比較しコーヒー分を 1.5倍使用したビターな味わいに、生乳のマイルド

な風味をプラスすることで飲みやすい風味に仕立てました。 

『BOTTLATTE カフェラテ 砂糖不使用』は、砂糖・甘味料を使用せず、コーヒーとミルク本来の味

わいが楽しめるカフェラテです。これまで同様、使用するコーヒーはコロンビア豆 100%にこだわりま

した。 

 

『BOTTLATTE カフェラテ』は、2種類のコロンビア豆エキスをブレンドし、 コーヒーとミルクのバ

ランスがとれた風味豊かな味わいに仕立てました。 

『BOTTLATTE クリーミカフェラテ』は、ミルク感をアップし、よりクリーミーな味わいに仕立てま

した。 

また、発売に合わせてパッケージをスタイリッシュなデザインにリニューアルし、賞味期間を 

18日間に延長しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『BOTTLATTE カフェラテ』、『BOTTLATTE カフェラテ 砂糖不使用』、『BOTTLATTEクリーミーカフェラテ』、『BOTTLATTEコーヒーリッチ』各 400ml 

ＮＥＷ ＮＥＷ 



１．商品概要 

商品名 

 

発売日 内容量 
種類別 

名称 

希望小売 

価格（税別） 

発売 

地域 

賞味期間 

（開封前） 

保存方法 

BOTTLATTE 

カフェラテ 

3/13 

（火） 

400ml 乳飲料 160円 全国 

18日間 

要冷蔵 

（10℃以下） 

BOTTLATTE  

カフェラテ 砂糖不使用 

3/20 

（火） 

BOTTLATTE  

クリーミーカフェラテ 

3/20 

（火） 

BOTTLATTE  

コーヒーリッチ 

3/13 

（火） 

 

２．商品特長（改良のポイント） 

BOTTLATTE  

カフェラテ 

(1） 2種類のコロンビア豆エキスをブレンドし、コーヒーとミルクのバランスが

取れた風味豊かな味わいに改良しました。 

(2） 風味バランスは維持しつつ、甘さはやや控えめに仕立てました。 

《NEW》BOTTLATTE  

カフェラテ  

砂糖不使用 

(1） コロンビア豆を 100％使用し、コーヒーとミルク本来の味わいが楽しめる 

本格カフェラテです。 

(2） 砂糖・甘味料不使用です。 

BOTTLATTE  

クリーミーカフェラテ 

(1） ミルク感をアップし、よりクリーミーな味わいに改良しました。 

(2） 風味バランスは維持しつつ、甘さはやや控えめに仕立てました。 

《NEW》BOTTLATTE  

コーヒーリッチ 

(1) たっぷりのコーヒーでより深い味わいが楽しめるビターな本格カフェラテ

です。 

(2) 「BOTTLATTE カフェラテ」と比較しコーヒー分を 1.5倍使用しました。 

《共通》賞味期間を 18日間に延長（従来品 15日間）し、パッケージをリニューアルしました。 

 

３．商品コンセプト 

“リラックスした集中”を持続させ、仕事や勉強をはかどらせてくれるデスクトップラテ  

ターゲット 20～40代のオフィスワーカー、仕事、勉強など何かに集中したい人 

食シーン オフィスで仕事しながら、学校や家で勉強や読書をしながら 

ベネフィット グランデサイズの本格ラテが、はかどる仕事をささえます 

 

４．お客様からのお問い合わせ先 

雪印メグミルク株式会社 お客様センター 0120-301-369（年中無休 9:00～19:00） 

【雪印メグミルクホームページ：http://www.meg-snow.com 】 

【BOTTLATTEブランドサイト：http://www.bottlatte.com/】 

       ※画 像 デ ー タ を ご 希 望 の 際 は 、 下 記 お 問 い 合 わ せ 先 に ご 連 絡 願 い ま す 。 

 
 
 

本件に関する報道機関からのお問い合わせ先 

雪印メグミルク株式会社 

 広報ＩＲ部 広報グループ 

TEL 03-3226-2124  FAX 03-3226-2150 

http://www.meg-snow.com/
http://www.bottlatte.com/
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